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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 9,315 △0.0 1,317 △12.9 2,730 △14.8 2,362 15.3

2024年３月期第３四半期 9,315 △1.3 1,513 9.0 3,205 1.6 2,049 △23.6
(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 2,566百万円(△22.8％) 2024年３月期第３四半期 3,325百万円( 11.8％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 152.44 －

2024年３月期第３四半期 132.23 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 72,079 55,481 77.0

2024年３月期 69,466 53,380 76.8
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 55,481百万円 2024年３月期 53,380百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 30.00 30.00

2025年３月期 － 0.00 －

2025年３月期(予想) 30.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,658 △1.5 1,288 △10.1 2,564 △25.1 2,108 △9.4 136.04
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 16,579,060株 2024年３月期 16,579,060株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 1,081,540株 2024年３月期 1,081,540株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 15,497,520株 2024年３月期３Ｑ 15,497,520株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいております。実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予
想に関する事項については、添付資料の３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、内閣府の月例経済報告によりますと、「景気は、一部に足踏

みが残るものの、緩やかに回復している。」とされており、先行きについては、雇用・所得環境が改善する下で、

各種政策の効果もあって、緩やかな回復が続くことが期待されます。ただし、欧米における高い金利水準の継続や

中国における不動産市場の停滞の継続に伴う影響など、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとな

っております。また、物価上昇、アメリカの今後の政策動向、中東地域をめぐる情勢、金融資本市場の変動等の影

響に十分注意する必要があります。

(寝具・リビング用品事業)

当第３四半期連結累計期間の状況といたしましては、前年同四半期と比べ減収・減益となりました。

減収・減益の主な要因は、ダイレクトセールス部門において、販売員の増員を課題として認識しておりますが、

継続的な採用活動に努めるも奏功せず減員となったこと、並びにＣＭに関する費用により広告宣伝費が前年同四半

期を上回ったことによるものであります。また、ダイレクトセールス以外の販売部門においては、売上高は前年同

四半期を上回っているものの、主に仕入れコストや運送費の上昇により、営業利益は前年同四半期を下回って推移

しております。なお、当期の業績予想に対しては、概ね想定どおりに推移しております。

(不動産賃貸事業)

当第３四半期連結累計期間の状況といたしましては、前年同四半期と比べ増収・増益となりました。

増収・増益の主な要因は、2023年11月より東京都町田市の建て貸し用ホテルの稼働が開始したためであります。

以上の結果、売上高は9,315,014千円と前年同四半期と比べ737千円（0.0％）の減収となりました。営業利益は

1,317,931千円と前年同四半期と比べ195,643千円（12.9％）の減益となりました。経常利益は上記の営業利益の減

少に加え、為替差益が444,269千円減少したことで、2,730,161千円と前年同四半期と比べ475,264千円（14.8％）の

減益となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、上記の経常利益の減少があった一方で、当第３四半期

連結累計期間に投資有価証券償還益を845,124千円計上したこと等により、前年同四半期と比べ313,229千円（15.3

％）増加し、2,362,483千円となりました。

セグメント毎の状況は以下のとおりであります。

① 寝具・リビング用品事業

当セグメントにおきましては、売上高は8,453,189千円と前年同四半期と比べ72,372千円（0.8％）の減収、セグ

メント利益（営業利益）は1,249,158千円と前年同四半期と比べ236,110千円（15.9％）の減益となりました。

② 不動産賃貸事業

当セグメントにおきましては、売上高は861,825千円と前年同四半期と比べ71,635千円（9.1％）の増収、セグメ

ント利益（営業利益）は483,362千円と前年同四半期と比べ29,513千円（6.5％）の増益となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して2,613,424千円増加し、72,079,454

千円となりました。これは主に、満期となった外貨建て定期預金や有価証券からの組替により、投資有価証券が

7,741,669千円増加したためであります。一方で現金及び預金が3,057,977千円減少しており、その主な要因は、上

記の定期預金の組替に加え、配当金の支払いや納税等によるものであります。なお、当第３四半期連結累計期間に

おいて取得した主な金融資産は、大手金融機関発行の劣後債等の資本性証券であります。

負債は、前連結会計年度末と比較して511,867千円増加し、16,597,742千円となりました。これは主に、税金費用

の計上により、未払法人税等が484,070千円増加したことや、冬期以降の出荷に備えた仕入・生産活動等に伴い支払

手形及び買掛金が254,518千円増加したことによるものであります。一方でその他有価証券評価差額金の減少に伴

い、繰延税金負債が147,162千円減少しております。

純資産は、前連結会計年度末と比較して2,101,557千円増加し、55,481,712千円となりました。これは主に、海外

子会社財務諸表の円換算レートの変動により為替換算調整勘定が406,113千円増加したこと、並びに配当金の支払い

額を上回る親会社株主に帰属する四半期純利益を計上したことにより利益剰余金が1,897,557千円増加したことによ

るものであります。一方で、投資有価証券の時価評価によりその他有価証券評価差額金が204,614千円減少しており

ます。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年3月期の連結業績予想につきましては、2024年５月14日付の2024年3月期決算短信で公表いたしました通期

の連結業績予想から変更はありません。

なお、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 28,217,690 25,159,712

受取手形、売掛金及び契約資産 2,597,420 2,626,559

有価証券 1,654,786 146,148

棚卸資産 1,716,973 1,691,885

その他 706,531 461,566

貸倒引当金 △59,529 △60,876

流動資産合計 34,833,873 30,024,996

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 18,017,555 18,033,825

減価償却累計額 △12,172,829 △12,414,705

建物及び構築物（純額） 5,844,726 5,619,119

機械装置及び運搬具 2,076,202 2,074,862

減価償却累計額 △1,833,085 △1,855,457

機械装置及び運搬具（純額） 243,116 219,405

工具、器具及び備品 673,440 654,203

減価償却累計額 △436,054 △446,619

工具、器具及び備品（純額） 237,386 207,584

土地 12,553,909 12,553,909

建設仮勘定 41,539 461

有形固定資産合計 18,920,678 18,600,481

無形固定資産 13,558 14,275

投資その他の資産

投資有価証券 15,330,576 23,072,245

繰延税金資産 225,112 222,438

その他 179,432 180,345

貸倒引当金 △37,201 △35,327

投資その他の資産合計 15,697,920 23,439,701

固定資産合計 34,632,156 42,054,458

資産合計 69,466,030 72,079,454
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 242,031 496,549

1年内返済予定の長期借入金 2,950,000 5,000,000

未払金 512,645 563,650

未払法人税等 310,215 794,285

賞与引当金 155,869 76,254

割賦利益繰延 361,558 307,999

その他 694,985 710,092

流動負債合計 5,227,305 7,948,832

固定負債

長期借入金 8,500,000 6,450,000

役員退職慰労引当金 17,682 17,682

退職給付に係る負債 302,016 297,975

長期預り保証金 1,221,677 1,213,220

繰延税金負債 679,799 532,637

その他 137,393 137,393

固定負債合計 10,858,569 8,648,909

負債合計 16,085,874 16,597,742

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 1,427,998 1,427,998

利益剰余金 52,863,254 54,760,812

自己株式 △2,216,142 △2,216,142

株主資本合計 52,175,111 54,072,668

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,035,362 830,748

繰延ヘッジ損益 － 2,500

為替換算調整勘定 169,681 575,794

その他の包括利益累計額合計 1,205,044 1,409,043

純資産合計 53,380,155 55,481,712

負債純資産合計 69,466,030 72,079,454
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 9,315,751 9,315,014

売上原価 2,856,852 3,002,147

売上総利益 6,458,899 6,312,867

販売費及び一般管理費 4,945,324 4,994,936

営業利益 1,513,575 1,317,931

営業外収益

受取利息 569,663 876,568

受取配当金 354,168 235,009

受取手数料 41,433 47,181

為替差益 710,421 266,151

その他 42,825 18,437

営業外収益合計 1,718,511 1,443,349

営業外費用

支払利息 21,602 27,524

その他 5,058 3,594

営業外費用合計 26,660 31,119

経常利益 3,205,425 2,730,161

特別利益

有形固定資産売却益 281 3,095

投資有価証券売却益 3,050 －

投資有価証券償還益 66,770 845,124

特別利益合計 70,101 848,219

特別損失

解体費用引当金繰入額 154,900 －

有形固定資産除却損 900 1,221

特別損失合計 155,800 1,221

税金等調整前四半期純利益 3,119,726 3,577,159

法人税等 1,070,472 1,214,676

四半期純利益 2,049,253 2,362,483

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △0 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,049,254 2,362,483
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 2,049,253 2,362,483

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 812,500 △204,614

繰延ヘッジ損益 △2,238 2,500

為替換算調整勘定 466,059 406,113

その他の包括利益合計 1,276,321 203,999

四半期包括利益 3,325,575 2,566,482

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,325,575 2,566,482

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用

後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四

半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 348,190千円 403,336千円
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント
合計

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

寝具・リビング
用品事業

不動産賃貸事業

売上高

顧客との契約から生じる収益 8,338,369 7,231 8,345,600 － 8,345,600

その他の収益(注)３ 187,193 782,958 970,151 － 970,151

外部顧客への売上高 8,525,562 790,189 9,315,751 － 9,315,751

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 174,601 174,601 △174,601 －

計 8,525,562 964,790 9,490,353 △174,601 9,315,751

セグメント利益 1,485,268 453,849 1,939,117 △425,542 1,513,575

（注）１．調整額は、以下のとおりであります。

(1) 売上高の調整額△174,601千円は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント利益の調整額△425,542千円は、各報告セグメントに帰属しない全社費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

３．その他の収益には、顧客との契約から生じる収益のうち、収益認識会計基準等の適用範囲外とされている、

企業会計基準第10号「金融商品に関する会計基準」の範囲に含まれる金融商品に係る取引、企業会計基準

第13号「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれるリース取引等が含まれております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント
合計

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

寝具・リビング
用品事業

不動産賃貸事業

売上高

顧客との契約から生じる収益 8,297,214 7,095 8,304,309 － 8,304,309

その他の収益(注)３ 155,974 854,730 1,010,705 － 1,010,705

外部顧客への売上高 8,453,189 861,825 9,315,014 － 9,315,014

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 173,441 173,441 △173,441 －

計 8,453,189 1,035,267 9,488,456 △173,441 9,315,014

セグメント利益 1,249,158 483,362 1,732,520 △414,588 1,317,931

（注）１．調整額は、以下のとおりであります。

(1) 売上高の調整額△173,441千円は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント利益の調整額△414,588千円は、各報告セグメントに帰属しない全社費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

３．その他の収益には、顧客との契約から生じる収益のうち、収益認識会計基準等の適用範囲外とされている、

企業会計基準第10号「金融商品に関する会計基準」の範囲に含まれる金融商品に係る取引、企業会計基準

第13号「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれるリース取引等が含まれております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。


